訂正版090622

Phenakistoscop（フェナキストスコープ：おどろき版）

〜動きをデザインする手づくりアニメーション〜

円盤を１２等分した扇型の１コマ１コマの中に、動きを表すように連続的に少しずつ変化させた絵を描き、鏡に絵を映し回転させながらスリット（のぞき窓）を通してのぞくと、鏡に写った絵が動き出します。

みなさんへのメッセージ

ジャパニメーションと呼ばれるほど注目されている日本のアニメーション。そんなアニメーションの原理や手法、種類について知り、アニメーションを使った発想と表現を体験してみましょう。

持参するもの（事前の準備・服装など）

・筆記用具（鉛筆、ボールペン、消しゴム、ハサミ、カッターなど）

・鏡（手鏡サイズでOK）

　追加→のり

その他

基本的に授業内で絵を描く際は、アニメーションを見やすくするため、モノクロで描きます。ただし、時間に余裕がある場合は、色を塗ってもかまいませんので、色を塗りたい方は色材も持参してください。
高大連携プログラム

授業名：フェナキストスコープ：おどろき版〜動きをデザインする手づくりアニメーション〜

講　師：森田 健（成安造形大学 講師）

日　時：平成２１年７月４日（土）　１３：００～１６：００
会　場：大阪高等学校

受講生：大阪高等学校　　年生（約　　　名）

内　容：アニメーションを通して、デジタルアートへの理解とその表現方法を学ぶ。

当日のスタッフ

森田 健（講師）、安井（入試スタッフ）の２名。

メモ

プロジェクターは大学から持参いたします。スクリーンがありましたらお借りしたいと思っております。 

スケジュール

7月3日（金）
西山先生宛てに荷物をお送りします。

7月4日（土）
12:30　大阪高等学校集合



12:30～13:00　準備



13:00～16:00　授業

